
みんなに話したくなる みんなと始める 事業ごみ減量ニュースレター

バックナンバーは
こちら

TEL:075-691-5517
無許可の業者（管理会社や清掃業者等）が
他人のごみを収集運搬・処分することは
違法です。〒601-8317 京都市南区吉祥院新田弐ノ段町65

E-mail : kumiai@k-kankyou.ne.jp
受付時間／9:00 ～17:00（月～金曜）事業系一般廃棄物のご相談は京都環境事業協同組合

“へらす”“わける”で
目指せ一歩先行く
ごみゼロ事業所！！

１０月は食品ロス削減月間です！１０月は食品ロス削減月間です！
　飼料、肥料等の原材料となる食品廃棄物は「資源」です。
　調理端材や売れ残り、食べ残し等の生ごみはできるだけ減量したうえで、
生ごみ処理機や食品リサイクル施設への搬入により、リサイクルに取り組み
ましょう！

　食品ロス削減につながる技術・
サービス（生ごみ処理機など）や
食品の寄付先（フードバンク
団体など）を一堂に集めて紹介！

食品ロス削減に
関するお役立ち
情報はこちら

消費・賞味期限切れによる
廃棄や料理の食べ残し等の

「食品ロス」は、日本では年間
約464万トン、京都市では
年間約4.7 万トンも発生して
います。そのうち半分以上は

 事業者由来です。

　多くの観光客が来訪する祇園祭宵山期間中の翌日（７月16日、17日）早朝６時から、
散乱ごみ対策として、京都環境事業協同組合（※）と連携し、木屋町通（三条～四条間）に
おいて、早朝パトロール及び美化活動を実施しました。

※京都環境事業協同組合
　市内の事業所から出るごみの収集・運搬を行う全73業者の組合として、昭和35年に設立され、
都市美化や衛生環境の向上に尽力されています。

木屋町通において京都環境事業協同組合と連携し、　　　　　　 を実施しました‼
祇園祭
宵山期間中 美化活動
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この印刷物が不要になれば
「雑がみ」として古紙回収等へ！

京都市は持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）を支援しています。

京都  生物  パートナーシップ

京都市　エコちゃんが行く「京都市の地元企業によるプラスチックリサイクルへの挑戦」

京都の環境保全団体を支援してくださる企業等を募集中！

　京都市では、プラスチックの資源循環に果敢に挑戦する地元企業を市の環境マスコット「エコちゃん」が
訪問し、その取組を紹介しています。新たに、工場から排出される使用済みのプラスチック（梱包材）を
ポリ容器にリサイクルし、自社で利用している取組の動画を公開しました。

● 京都の自然や生きものの保全に関心のある企業等と
自然を保全する団体をマッチングする制度を運用
しています。 

● 本制度を利用して、京都の自然を保全する取組に
御支援・協働してくださる企業等を募集しています！ 

【廃プラスチックからのものづくり 編】 【バイオプラ活用 編】 【繊維製品メーカー 編】

楽しく学べるよ

エコちゃんが行く！

▶▶▶

加熱式
たばこ

 ハンディ
掃除機携帯電話タブレット

モバイル
バッテリー

ワイヤレス
イヤホン

 ハンディ
扇風機

◯ 充電式電池や充電式電化製品の混入により、
　 パッカー車やごみ処理施設で発火！

リチウムイオン電池などの  充電式電池や充電式の電化製品

「分別するのがめんどくさい」
「少しくらい大丈夫」
　が大きな事故につながります！

ごみの処理現場では、以下の「ごみ」に困っています！

充電式電池が
使われている
主な電化製品

これらの製品は事業系一般廃棄物
（燃やすごみ）として排出できません。
産業廃棄物として分別の上適正に処理を
お願いします。

電気
シェーバー

携帯・家庭用
ゲーム機

デジタル
カメラ

 きょうと生物多様性パートナーシップ協定制度の御案内

＜これまでに協定を締結した企業の皆様（締結順）＞
○  公益財団法人日新電機グループ社会貢献基金
○  株式会社京都環境保全公社
○  京都中央信用金庫
○  株式会社ティー・エム・ティー
○  株式会社GSユアサ

京都  生物  賛助会員

きょうと生物多様性センターの
賛助会員も募集しています！

京都の自然を
将来世代に引き継ぐ

ために皆さまの御支援が
必要です！

京都府・京都市
きょうと生物多様性センター

自然・生きものの
保全に関心のある

企業等
環境保全団体

多様な主体の
連携・協働

マッチング

連
携
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